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国
語
教
育 

「
学
習
指
導
要
領
」
に
よ
る
国
語
劣
化
に
抗
し
て
真
の
国
語
力
の

中
核
で
あ
る
「
読
解
力
」
を
育
む
国
語
教
育
を
目
指
し
て 

 

荒
木
美
智
雄 

 

１
国
語
教
育
の
現
状
と
そ
の
中
心
的
課
題 

―
『
改
訂
学
習
指
導
要
領
』
の
「
道
徳
の
教
科
化
」
で 

問
わ
れ
る
善
悪
基
準
の
「
質
」
の
高
さ
― 

 
 

今
回
は
、
実
践
報
告
が
２
２
本
提
出
さ
れ
、
参
加
者
も
北
海
道
教
育
大

札
幌
校
の
大
学
生
を
含
め
て
３
４
名
と
多
く
、
活
発
な
論
議
が
な
さ
れ
た
。

教
育
現
場
で
は
、
道
徳
の
「
特
別
教
科
」
化
に
ど
う
向
き
合
う
の
か
な
ど
、

様
々
な
論
議
と
課
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
教
育
現
場
で
の
混
乱
も
続
く
。

特
に
「
道
徳
教
育
」
で
は
、
そ
の
取
扱
い
方
と
「
評
価
」
が
注
目
さ
れ
、

戸
惑
う
教
育
現
場
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。「
道
徳
教
育
で
は
本
音
と

建
て
前
を
使
い
分
け
で
は
な
く
、〈
本
音
〉
を
聞
き
取
り
・
語
り
合
え
る
実

践
」
を
重
視
す
る
。
ま
た
、「
愛
国
心
」
の
強
制
で
は
な
く
、
子
ど
も
と
の

「
対
話
」
を
基
礎
基
本
に
「
多
様
性
」
を
学
ぶ
こ
と
が
大
切
だ
。
そ
れ
は
、

「
道
徳
教
育
で
は
正
解
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、『
な
ぜ
』
を
大
切
に
し
た

学
び
や
語
り
合
い
を
大
切
に
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
「
道

徳
の
特
別
教
科
」
化
を
「
問
題
点
」
や
「
課
題
」
と
し
て
だ
け
取
り
上
げ

る
の
で
は
な
く
、
「
学
校
づ
く
り
」
と
「
教
育
の
本
質
と
は
」
を
考
え
る
、

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
観
点
で
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
国
語
教
育
で
ど

う
扱
う
の
か
、
そ
の
「
展
望
」
を
含
め
て
、
深
く
真
剣
な
論
議
さ
れ
た
国

語
分
科
会
で
あ
り
、
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
た
。 

 

 

そ
の
実
践
例
が
、
平
川
美
和
（
滝
川
第
一
小
学
校
）
先
生
の
実
践
「
小

学
二
年
生
生
活
綴
り
方
的
道
徳
の
試
み
」
で
あ
る
。
実
践
を
見
て
い
こ
う
。 

 

実
践
は
二
例
を
提
示
す
る
。
最
初
の
実
践
は
、
仲
良
し
三
人
組
Ａ
Ｂ
Ｃ

で
、
「
あ
る
遊
び
（
た
か
た
か
オ
ニ
）
」
を
し
て
い
た
時
、
上
級
生
が
そ
の

中
に
割
り
込
ん
で
違
う
「
遊
び
」
を
し
よ
う
と
強
引
に
誘
っ
た
の
で
、
Ａ

子
だ
け
が
そ
れ
に
従
い
、
残
り
の
二
人
は
「
た
か
た
か
オ
ニ
」
が
出
来
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。
当
然
Ｂ
Ｃ
は
反
発
。
そ
こ
で
、
Ｂ
子
は
「
Ａ
子
だ
け

遊
び
な
。
Ａ
子
最
低
」
と
喧
嘩
別
れ
し
た
こ
と
が
発
端
の
事
件
。 

そ
の
こ
と
が
Ａ
子
の
「
家
庭
学
習
ノ
ー
ト
」
に
記
さ
れ
、
担
任
の
平
川

氏
が
発
見
し
た
。
こ
の
些
細
な
事
件
を
担
任
指
導
の
も
と
、
当
事
者
だ
け

で
解
決
を
図
ら
ず
、
Ｂ
子
に
も
作
文
を
書
か
せ
「
道
徳
教
育
」
の
生
き
た

教
材
と
し
て
、
ク
ラ
ス
児
童
と
共
に
考
え
さ
せ
た
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
。 

例
え
ば
、
道
徳
の
「
副
教
材
」
で
は
、「
他
人
の
家
の
壁
に
落
書
き
」「
公

園
で
の
ご
み
ポ
イ
捨
て
」「
授
業
中
の
お
喋
り
」
な
ど
、
善
悪
判
断
が
明
白

な
も
の
ば
か
り
が
記
載
さ
れ
生
き
た
教
材
で
な
い
こ
と
が
問
題
点
だ
と
平

川
氏
は
指
摘
。
対
し
て
平
川
氏
の
実
践
は
、
子
ど
も
の
感
情
を
リ
ア
ル
に

捉
え
直
し
、
善
悪
の
不
明
確
さ
に
潜
む
「
葛
藤
」「
煩
悶
」
と
そ
の
「
解
決
」

を
求
め
る
。 

Ａ
子
Ｂ
子
の
よ
う
な
気
持
ち
の
す
れ
違
い
は
日
常
の
中
で
は
よ
く
あ
る

こ
と
。
誰
で
も
体
験
す
る
「
事
例
」
と
し
て
「
本
当
に
良
い
行
動
と
は
何

か
」
を
他
者
の
立
場
に
な
る
と
同
時
に
、
自
分
の
問
題
と
し
て
真
剣
に
深

く
考
え
る
絶
好
の
機
会
を
提
供
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

以
上
が
授
業
の
準
備
段
階
で
、
授
業
実
践
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
、
最
初

に
ポ
ス
タ
ー
「
ボ
ク
の
お
と
う
さ
ん
は
桃
太
郎
と
い
う
や
つ
に
殺
さ
れ
ま
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し
た
」
（2

0
1

3

年
新
聞
広
告
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
賞
作

品
）
を
見
せ
、
正
義
の
味
方
桃
太
郎
が
、
立
場
や
見
方
を
変
え
れ
ば
、「
悪

人
」
に
な
る
例
と
し
て
提
示
。「
自
分
と
し
て
正
し
い
と
思
っ
た
や
っ
た
こ

と
が
相
手
に
と
っ
て
良
く
な
い
こ
と
は
な
い
か
な
？
」
と
発
問
す
る
。
副

教
材
の
明
確
な
善
悪
例
と
異
な
り
、
真
剣
に
な
る
児
童
。
こ
こ
で
、
名
前

を
伏
せ
て
「
Ａ
子
の
作
文
」
を
提
示
す
る
。
し
か
も
、
た
だ
読
ま
せ
る
だ

け
で
な
く
、
国
語
も
授
業
の
よ
う
に
「
Ａ
子
さ
ん
の
気
持
ち
が
分
か
る
（
共

感
）
部
分
に
線
を
」
と
指
示
。
こ
こ
で
Ａ
子
の
名
前
を
明
か
す
。
普
段
の

優
し
い
Ａ
子
の
行
動
か
ら
考
え
ら
れ
な
い
様
子
だ
っ
た
が
、「
優
し
さ
故
に
、

上
級
生
の
誘
い
を
拒
め
な
か
っ
た
」
こ
と
に
共
感
す
る
児
童
。
次
に
Ｂ
子

の
作
文
を
提
示
。
そ
の
中
に
は
、
自
分
の
言
い
過
ぎ
た
言
葉
へ
の
反
省
や

そ
の
後
母
親
に
促
さ
れ
て
Ａ
子
へ
謝
罪
の
電
話
を
わ
ざ
わ
ざ
入
れ
た
こ
と

な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
児
童
た
ち
は
心
動
か
さ
れ
る
。 

こ
こ
で
最
初
の
道
徳
的
な
課
題
「
本
当
に
良
い
行
動
と
は
何
か
」
に
引

き
戻
し
、
再
度
提
示
す
る
。
善
悪
は
、
そ
の
都
度
違
う
こ
と
。
絶
対
正
し

い
答
え
な
ど
な
い
こ
と
。
そ
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
を
深
く
見
つ
め
直
し
、

「
解
決
策
」
を
探
る
こ
と
の
、
さ
ら
な
る
重
要
性
を
学
ぶ
絶
好
の
「
道
徳
」

の
授
業
だ
と
評
価
で
き
る
。 

最
後
に
平
川
氏
は
、
こ
の
学
習
を
通
し
、
他
の
生
徒
た
ち
が
自
分
の
「
疑

似
体
験
」
を
思
い
起
こ
し
自
分
の
問
題
と
し
て
捉
え
直
し
た
こ
と
、「
失
敗

を
恐
れ
な
い
こ
と
」
「
正
直
に
語
っ
て
よ
い
こ
と
」
「
責
め
す
ぎ
な
い
寛
容

さ
」
な
ど
「
道
徳
（
モ
ラ
ル
）
」
の
持
つ
心
の
深
さ
（
倫
理
観
）
を
学
ん
だ

と
結
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
学
級
が
一
つ
の
心
に
な
る
読
み
合
い
、
考
え

合
い
の
「
協
同
的
営
み
」
に
溢
れ
た
実
践
で
あ
る
。
同
時
に
今
を
生
き
る

子
ど
も
に
寄
り
添
い
、「
人
間
的
成
長
」
を
励
ま
す
質
の
高
い
実
践
だ
と
私

は
高
く
評
価
し
た
い
。 

 

一
方
、『
改
訂
指
導
要
領
』
の
問
題
点
提
起
に
お
け
る
実
践
で
は
、
市
来

健
（
江
差
小
学
校
）
先
生
の
「
物
語
文
の
危
機
を
考
え
る
」
が
出
さ
れ
た
。

そ
の
実
践
レ
ポ
ー
ト
の
中
で
国
語
教
育
の
抱
え
る
課
題
が
明
確
化
さ
れ
、

同
時
に
「
物
語
文
」
の
形
象
を
正
し
く
読
み
取
る
こ
と
の
重
要
性
が
示
さ

れ
た
。
こ
の
問
題
点
の
核
心
に
は
、
現
在
蔓
延
す
る
「
読
解
力
の
低
下
」

の
懸
念
が
あ
り
、
そ
の
顕
著
な
例
は
、
一
九
八
六
年
頃
か
ら
指
摘
を
受
け

『
指
導
要
領
』
の
改
訂
の
度
ご
と
に
国
語
教
育
そ
の
も
の
が
劣
化
し
て
い

っ
た
、「
学
ば
な
い
言
語
教
育
」「
読
ま
な
い
文
学
（
説
明
文
）
教
育
」「
書

か
な
い
作
文
教
育
」
が
存
在
す
る
。 

さ
ら
な
る
分
岐
点
と
な
っ
た
二
〇
〇
三
年
の
「
学
習
到
達
度
調
査
」（
Ｐ

Ｉ
Ｓ
Ａ
）
の
衝
撃
に
よ
っ
て
、「
ゆ
と
り
教
育
」
か
ら
「
学
力
重
視
」
へ
と

急
転
換
し
、
読
解
力
の
表
面
的
な
改
善
点
は
指
摘
さ
れ
る
が
、「
言
語
操
作

主
義
的
教
育
」
の
蔓
延
や
、
国
語
教
育
そ
の
も
の
を
「
目
的
」
に
す
る
の

で
は
な
く
、
手
段
化
す
る
傾
向
が
強
く
表
れ
て
い
る
。 

二
〇
〇
四
年
の
文
化
審
議
会
の
答
申
で
は
、「
読
解
力
は
国
語
力
の
中
核
」

と
一
定
の
評
価
を
し
な
が
ら
も
「
国
語
力
を
高
め
る
上
で
読
書
が
極
め
て

重
要
」
と
「
読
書
力
」
の
異
常
な
重
視
に
走
る
傾
向
が
あ
る
。
各
学
校
現

場
で
の
「
朝
読
書
」
の
奨
励
も
あ
り
、
教
科
書
の
「
物
語
文
」
は
そ
れ
自

体
の
読
み
取
り
を
軽
視
し
つ
つ
歪
め
、「
そ
の
後
の
読
書
の
た
め
の
（
た
ん

な
る
）
意
欲
付
け
」
的
な
存
在
ま
で
貶
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
鋭
く

市
来
氏
は
批
判
す
る
。 

こ
れ
は
、
ま
た
「
情
報
教
育
」
の
異
常
な
肩
入
れ
と
重
な
る
。「
情
報
活

用
は
情
報
の
収
集
、
判
断
、
発
信
と
い
う
一
連
の
情
報
伝
達
過
程
」
で
あ
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り
、
読
解
力
の
養
成
も
ま
た
、
そ
の
「
流
れ
」
と
同
じ
よ
う
に
「
読
解
力

と
は
、
何
ら
か
の
情
報
を
受
け
取
っ
て
か
ら
発
信
す
る
ま
で
の
間
に
お
け

る
思
考
活
動
よ
り
育
ま
れ
る
能
力
」
と
規
定
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
市
来
氏

は
批
判
す
る
。
こ
れ
で
は
、
言
語
力
を
単
な
る
「
操
作
主
義
的
な
道
具
」

と
化
し
、
国
語
教
育
を
蔑
ろ
に
す
る
危
険
な
行
為
と
も
言
え
よ
う
。 

学
習
指
導
要
領
で
は
、「
読
む
こ
と
」
は
情
報
活
用
の
「
判
断
」
に
転
化

し
、
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
「
書
く
こ
と
」
は
情
報
活
用
の
「
発
信
」

に
偏
重
し
つ
つ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
異
常
な
る
強
調
と
相
重
な
る
。

こ
こ
で
は
、
国
語
教
育
の
基
礎
基
本
で
あ
る
「
言
語
教
育
」
の
軽
視
だ
け

で
な
く
、「
言
語
活
動
」
的
、
つ
ま
り
「
言
語
」
の
操
作
主
義
だ
け
が
蔓
延

し
、
こ
ん
な
「
（
表
面
的
読
解
の
）
物
語
文
」
の
実
践
が
罷
り
通
る
。 

「
あ
ら
す
じ
」
を
捉
え
、
形
象
豊
か
に
読
み
取
る
深
さ
の
欠
如
の
も
と

「
自
分
の
好
き
な
表
現
」
を
恣
意
的
に
選
び
、
そ
の
一
部
を
故
意
に
活
用

（
発
信
）
さ
せ
る
授
業
の
悪
し
き
横
行
の
何
者
で
も
な
い
。 

本
来
、
国
語
は
、
文
学
作
品
は
情
報
教
育
の
手
段
で
は
な
い
。
そ
れ
自

体
が
目
的
。
し
た
が
っ
て
「
『
文
学
作
品
を
読
む
こ
と
は
、
形
象
を
正
し
く

読
み
取
る
こ
と
で
作
者
の
イ
メ
ー
ジ
の
中
で
再
構
築
す
る
』
過
程
で
想
像

力
を
高
め
、
感
性
を
耕
し
、
人
間
認
識
や
社
会
認
識
を
深
め
、
更
に
内
面

を
く
ぐ
り
抜
け
る
こ
と
で
自
分
と
他
者
を
切
り
結
び
、
自
己
実
現
を
促
し

て
い
く
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
の
規
定
に
、
私
は
全
面
同
意
す
る
。
そ
れ
を

『
き
つ
ね
の
お
き
ゃ
く
さ
ま
』
小
学
二
年
（
教
育
出
版
）
の
教
材
で
検
証

し
た
の
が
、
本
実
践
。
第
３
章
の
「
言
語
活
動
」
で
さ
ら
に
詳
細
に
触
れ

た
い
。 

 

２
「
日
本
語
教
育
」
の
直
面
す
る
課
題
と
「
言
語
力
」
の
目
指
す
方
向
性 

 
 国

語
教
育
の
基
礎
基
本
で
あ
る
「
言
語
教
育
」
は
、
き
わ
め
て
重
要
で

あ
り
、
そ
の
土
台
の
も
と
に
「
言
語
活
動
教
育
」
が
成
り
立
つ
。
し
か
し
、

こ
の
「
言
語
教
育
」
で
は
、
二
つ
の
大
き
な
障
害
が
、
私
た
ち
の
国
語
教

育
を
損
な
わ
せ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
①
「
橋
本
文
法
」
の
元
に
構
築
さ
れ

た
「
学
校
文
法
」
の
瑕
疵
、
さ
ら
に
②
そ
の
学
校
文
法
を
元
に
指
導
の
強

制
を
図
る
「
学
習
指
導
要
領
」
の
系
統
性
や
論
理
性
を
無
視
し
た
言
語
指

導
の
項
目
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
障
害
に
対
し
て
、
二
つ
の
実
践
報
告
が

な
さ
れ
た
。
一
つ
目
は
「
改
訂
学
習
指
導
要
領
」
批
判
の
山
本
民
（
稚
内

南
小
学
校
）
先
生
の
「
ひ
ら
が
な
指
導
」
。
も
う
一
つ
目
は
、
池
田
和
彦
（
岩

見
沢
農
業
高
校
）
先
生
の
「
『
高
校
生
の
た
め
の
日
本
語
文
法
』
に
よ
る
口

語
文
法
な
ら
び
に
古
典
文
法
の
指
導
」
で
あ
る
。 

（
１
）
小
学
一
年
の
「
ひ
ら
が
な
指
導
」
に
つ
い
て 

で
は
、
前
者
の
山
本
民
氏
の
実
践
を
考
察
し
よ
う
。 

小
学
校
一
年
生
の
言
語
の
基
礎
基
本
で
あ
る
「
ひ
ら
が
な
指
導
」
に
つ

い
て
の
報
告
で
あ
る
。
昨
年
１
２
名
で
も
大
変
で
あ
る
の
に
、
今
年
は
３

０
名
の
指
導
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
イ
ロ
ハ
か
ら
丁
寧
に
心
配
り
を
行

い
、
さ
ら
に
国
語
の
「
ひ
ら
が
な
指
導
」
は
、
精
根
尽
き
果
て
る
思
い
で

あ
る
と
実
態
を
素
直
に
語
る
。
朝
の
生
活
、
ト
イ
レ
の
使
い
方
、
保
健
室

利
用
法
な
ど
、
説
明
だ
け
で
は
理
解
で
き
ず
、
掲
示
物
に
し
て
徹
底
的
に

で
き
る
ま
で
我
慢
比
べ
の
指
導
が
続
く
。
さ
ら
に
、
鉛
筆
の
持
ち
方
、
書

き
方
（
直
線
、
ギ
ザ
ギ
ザ
線
、
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
線
等
）
ま
で
詳
細
に
わ
た

る
。
あ
る
と
き
「
先
生
鉛
筆
も
う
書
け
ま
せ
ん
」
と
深
刻
な
悲
鳴
で
訴
え

る
子
ど
も
。
見
る
と
鉛
筆
の
芯
が
短
く
な
っ
て
い
た
だ
け
。
そ
し
て
、
優

し
く
励
ま
し
な
が
ら
の
「
ひ
ら
が
な
指
導
」
と
な
る
。 
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山
本
氏
は
、
実
践
レ
ポ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
学
級
通
信
『
あ
り
ん
こ
』

を
活
用
し
、
児
童
や
保
護
者
へ
の
伝
達
、
意
見
交
流
の
場
と
し
て
効
果
的

に
活
用
し
て
い
る
の
で
、
実
践
内
容
が
把
握
し
や
す
い
。
そ
の
中
で
、
明

確
に
「
数
字
も
文
字
で
す
」
と
国
語
教
育
を
含
む
数
学
的
思
考
ま
で
網
羅

し
つ
つ
、
言
語
観
を
明
示
し
て
、
指
導
を
施
す
。 

さ
て
、「
ひ
ら
が
な
指
導
」
で
あ
る
が
、
６
時
間
の
指
導
計
画
（
『
要
領
』
）
、

こ
れ
で
は
不
可
能
と
考
え
、
当
初
は
毎
時
間
「
ひ
ら
が
な
一
文
字
」
を
丁

寧
に
教
え
、
学
年
後
半
で
は
、
「
二
文
字
」
を
覚
え
さ
せ
る
。
「
教
科
書
」

で
の
教
え
る
順
次
性
が
、
系
統
性
・
言
語
性
を
全
く
軽
視
し
た
も
の
で
、

教
科
書
に
出
さ
れ
る
「
名
詞
（
物
の
名
前
）
順
」「
母
音
重
視
」
に
配
列
さ

れ
、
混
乱
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
指
摘
す
る
。
例
え
ば
「
小
学
一
年
教
科

書
」
で
の
ひ
ら
が
な
の
順
次
的
な
指
導
方
法
は
、
「
さ
い
た
よ
／
き
て
ね
」

「
み
つ
け
た
」「
み
ん
な
／
な
か
よ
し
／
あ
お
い 

そ
ら
」
と
記
載
。
最
初

の
「
さ
」
「
た
」
「
よ
」
「
き
」
「
ね
」
等
、
ど
れ
も
「
ひ
ら
が
な
文
字
」
で

は
超
難
解
な
文
字
ば
か
り
、
こ
の
配
列
順
は
、
も
う
「
ひ
ら
が
な
指
導
」

が
保
育
園
や
幼
稚
園
で
学
習
済
み
と
い
う
前
提
で
編
集
さ
れ
て
い
る
と
懸

念
さ
れ
る
。 

そ
こ
で
、
山
本
氏
は
①
一
画
で
形
の
取
り
や
す
い
『
し
』『
つ
』
か
ら
始

め
る
。
こ
れ
は
、
形
の
ズ
レ
で
間
違
い
や
す
い
の
を
明
確
に
し
、
そ
の
差

異
か
ら
認
識
の
整
理
を
行
う
効
果
的
・
科
学
的
指
導
で
あ
る
。
後
半
の
「
二

文
字
の
ひ
ら
が
な
指
導
」
で
は
、
類
似
す
る
〈
は
・
ほ
〉〈
め
・
ぬ
〉〈
あ
・

お
〉〈
れ
・
わ
〉
の
「
違
い
」
を
明
確
に
示
し
、
そ
の
形
を
覚
え
さ
せ
る
画

期
的
な
指
導
方
法
。「
形
の
取
り
方
」
で
は
、
従
来
か
ら
指
導
さ
れ
て
い
る
、

マ
ス
目
に
「
四
分
割
の
破
線
」
で
指
導
し
て
い
た
が
、
市
来
健
氏
考
案
の

「
字
形
の
白
抜
き
」
と
い
う
方
法
も
提
示
さ
れ
、
よ
り
効
果
的
で
あ
る
と

説
明
す
る
。
賛
同
す
る
。
ま
た
、
ひ
ら
が
な
指
導
で
は
「
音
節
に
呼
応
し

手
を
叩
き
な
が
ら
練
習
」
と
視
・
聴
・
触
覚
と
五
感
を
フ
ル
稼
働
さ
せ
学

ば
せ
る
効
果
は
素
晴
ら
し
い
。
こ
の
音
節
の
数
を
意
識
さ
せ
て
、
同
時
に

発
音
指
導
を
行
う
「
融
合
」
指
導
は
、
促
音
や
長
音
に
も
対
処
で
き
、
小

学
低
学
年
の
文
字
指
導
で
は
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
と
考
え
る
。
こ
の
「
ひ

ら
が
な
（
文
字
）
指
導
」
は
、
空
知
教
祖
の
岩
館
登
氏
の
「
１
年
生
の
文

字
・
こ
と
ば
の
学
習
」
や
「
か
な
文
字
指
導
メ
モ
」（
教
科
研
・
北
海
道
国

語
部
会
札
幌
サ
ー
ク
ル
編
）
道
民
協
の
森
永
恒
夫
氏
が
編
集
責
任
し
た
も

の
が
あ
る
。
参
考
に
す
べ
き
教
材
で
あ
ろ
う
。 

（
２
）
橋
本
文
法
で
は
な
く
よ
り
論
理
的
な
的
な
高
校
文
法
の
指
導 

一
方
、
池
田
氏
の
実
践
報
告
は
、
学
校
文
法
の
元
と
な
っ
た
「
橋
本
文

法
」
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
、「
何
の
た
め
に
文
法
を
学
ぶ
の
か
」

と
い
う
問
題
意
識
が
根
底
に
あ
り
、
そ
の
問
題
点
の
具
体
例
で
説
明
す
る
。

「
未
然
形
」「
連
用
形
」
に
意
味
は
な
い
と
強
調
。
何
故
な
ら
、「
起
き
ず
」

と
「
起
き
て
」
の
「
起
き
」
は
「
未
然
形
」「
連
用
形
」
な
ど
の
差
異
は
な

く
、
識
別
す
る
何
の
意
味
も
な
い
か
ら
と
。
ま
た
、
こ
ん
な
例
で
橋
本
文

法
の
問
題
点
を
鋭
く
指
摘
す
る
。
（ 

）
の
中
が
橋
本
文
法
の
説
明
。 

ａ 

私
は
昨
日
手
紙
を
書
い
た
。
…
（
過
去
の
「
た
」
が
接
続
し
た
形
） 

ｂ 

私
は
今
ハ
ワ
イ
に
い
る
。 

…
…
…
（
動
詞
「
い
る
」
の
終
止
形
） 

 

「
ａ
」
で
は
「
た
」
を
助
動
詞
つ
ぃ
て
品
詞
に
す
る
必
要
は
な
い
が
、

問
題
は
ｂ
の
「
『
い
る
』
の
終
止
形
」
で
は
、
時
制
（
テ
ン
ス
）
の
な
い
文
。

「
今
」
が
あ
る
以
上
現
在
時
制
、
し
か
し
、
学
校
文
法
で
は
、
現
在
時
制

と
説
明
で
き
ず
、「
動
詞
」
に
「
助
動
詞
」
が
付
着
し
た
「
イ
ン
チ
キ
文
法
」

で
は
、
「
態
」
「
相
」
も
同
レ
ベ
ル
の
文
法
要
素
に
矮
小
化
さ
れ
、
問
題
あ

り
と
池
田
氏
は
、
鋭
く
指
摘
す
る
。
文
章
を
文
法
で
深
く
考
察
す
る
場
合
、
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「
助
動
詞
」
に
惑
わ
さ
れ
ず
に
「
態
（
受
動
態
・
能
動
態
）
」
「
相
（
ア
ス

ペ
ク
ト
）
」「
時
制
（
テ
ン
ス
）
」
に
注
目
せ
よ
と
警
鐘
を
な
ら
す
。
こ
こ
に
、

助
詞
・
助
動
詞
の
品
詞
問
題
以
上
に
、「
文
法
的
な
意
味
と
そ
れ
の
表
現
形

式
の
統
一
体
の
体
系
」
と
見
る
べ
き
こ
と
を
、
氏
は
訴
え
る
。 

 

こ
れ
ら
の
問
題
を
含
み
、
以
下
の
例
で
詳
細
に
検
証
（
説
明
は
省
略
、

事
例
の
羅
列
の
み
）
す
る
。 

（
イ
）
「
潜
水
艦
が
漁
船
に
衝
突
し
た
」 

（
ロ
）
「
潜
水
艦
が
漁
船
と
衝
突
し
た
」 

（
ハ
）
「
潜
水
艦
と
漁
船
が
衝
突
し
た
」 

 

以
上
、
こ
の
よ
う
な
文
法
事
項
を
「
文
章
の
読
み
取
り
」
に
生
か
す
実

践
例
は
貴
重
で
あ
り
、
今
後
（
次
回
の
合
研
に
て
）
さ
ら
に
解
析
を
進
め

て
い
く
べ
き
課
題
で
あ
る
。 

 

３
国
語
実
践
に
お
け
る
「
言
語
活
動
教
育
」
の
課
題
と
展
望 

 

（
１
）
「
文
学
作
品
」
の
読
み
取
り
で
ど
ん
な
言
語
力
を
育
む
の
か 

①
小
学
校
の
「
文
学
教
材
」
の
読
み
取
り
実
践
例 

 
 

小
学
校
の
「
文
学
作
品
」
の
読
み
取
り
で
は
、
二
本
提
出
さ
れ
、
活
発

な
論
議
を
行
っ
た
。
一
本
目
は
第
一
章
で
触
れ
た
市
来
健
氏
の
「
物
語
の

危
機
を
考
え
る
（
小
学
校
２
年
生
物
語
『
き
つ
ね
の
お
き
ゃ
く
さ
ま
』
の

指
導
を
通
し
て
考
え
る
」
。
二
つ
目
は
小
林
杏
樹
（
網
走
教
祖
）
先
生
の
「
小

学
１
年
生
『
け
ん
か
し
た
山
』
の
実
践
」
で
あ
る
。 

 

小
林
氏
の
実
践
「
け
ん
か
し
た
山
」
か
ら
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
ま
で
、

小
学
一
年
生
と
し
て
の
ひ
と
ま
と
ま
り
の
文
と
し
て
「
け
む
り
の
き
し
ゃ
」
、

や
や
長
め
の
文
と
し
て
の
「
お
お
き
な
か
ぶ
」
に
続
い
て
三
本
目
の
単
元

で
あ
る
。
こ
の
教
材
の
目
標
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
の
正
確
な
理
解
、
登

場
人
物
に
つ
い
て
想
像
を
広
げ
て
読
み
取
る
力
を
育
む
こ
と
、
さ
ら
に
言

葉
の
ま
と
ま
り
に
着
目
し
つ
つ
、
適
切
な
声
の
大
き
さ
で
読
む
と
い
う
「
伝

え
る
力
」
ま
で
培
う
実
践
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
小
林
氏
は
「
オ

リ
ジ
ナ
ル
絵
本
」
を
作
成
さ
せ
、
そ
こ
に
「
会
話
文
」
に
つ
い
て
取
り
上

げ
、「
吹
き
出
し
」
を
考
え
さ
せ
る
実
践
を
行
っ
た
。
そ
の
紙
芝
居
の
作
成

の
成
果
発
表
の
場
を
六
年
生
の
前
で
披
露
す
る
形
で
行
う
。
児
童
は
、
目

標
が
六
年
生
の
前
で
は
発
表
と
い
う
形
が
明
確
な
の
で
、
真
剣
に
協
力
合

い
、
場
面
ご
と
に
マ
ッ
チ
し
た
最
適
な
「
吹
き
出
し
」
を
考
え
て
は
、
入

れ
て
い
く
。
「
け
ん
か
は
や
め
ろ
」
で
は
、
体
全
体
で
表
現
さ
せ
な
が
ら
、

怒
り
の
心
が
伝
わ
る
よ
う
に
創
意
工
夫
す
る
。
読
む
場
合
も
、
会
話
文
に

注
意
し
な
が
ら
、「
登
場
人
物
が
話
す
よ
う
に
読
む
」
と
工
夫
を
行
い
、
大

き
な
成
果
を
得
る
。 

こ
こ
で
、
私
が
最
も
着
目
し
た
点
は
、
教
科
書
に
な
い
「
小
鳥
の
絵
」

を
描
き
、
仲
良
く
な
っ
た
山
々
を
み
て
、
ま
た
喜
び
、
動
物
た
ち
が
描
か

れ
て
い
る
こ
と
（
自
主
的
な
書
き
直
し
）
は
素
晴
ら
し
い
。
そ
の
効
果
は

二
点
上
げ
ら
れ
る
。
一
点
目
は
、
こ
の
作
品
を
読
み
取
り
（
理
解
）
、
紙
芝

居
を
制
作
す
る
な
か
で
、
想
像
力
を
豊
か
に
膨
ら
ま
せ
、
作
品
を
自
分
の

も
の
と
し
て
い
る
点
。
さ
ら
に
、
吹
き
出
し
で
教
科
書
に
な
い
、
山
々
の

謝
罪
「
ボ
ク
の
方
が
悪
か
っ
た
ゴ
メ
ン
」
と
書
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
素
晴
ら
し
い
「
総
合
学
習
」
の
一
実
践
例
と
も
言
え
る
。
文
学
作

品
の
場
合
、
理
解
を
排
除
し
た
安
易
な
「
行
動
主
義
」
や
「
言
語
操
作
主

義
」
の
実
践
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
実
践
は
「
総
合
化
」
で
見
事
に
そ
の

欠
点
を
克
服
し
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
評
価
し
た
い
。 
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ま
た
、
市
来
氏
の
実
践
も
ま
た
、
文
学
作
品
の
「
教
材
観
」
で
は
、
言

語
の
形
象
を
正
確
に
か
つ
豊
か
に
取
り
上
げ
、「
き
つ
ね
」
の
心
情
の
揺
れ

と
「
ひ
よ
こ
」
た
ち
の
受
け
取
り
方
を
相
互
に
関
わ
ら
せ
る
。
そ
の
最
も

大
き
な
成
果
は
、
深
い
読
解
の
も
と
、
さ
ら
に
自
分
の
個
別
の
体
験
を
再

構
築
（
追
体
験
）
さ
せ
、
そ
こ
か
ら
、
人
間
の
「
本
音
」
と
「
本
質
」
を

捉
え
さ
せ
る
こ
と
だ
。
ど
ん
な
行
為
も
そ
の
目
的
が
あ
り
、
そ
こ
で
相
互

の
関
連
性
か
ら
揺
れ
動
く
子
ど
も
た
ち
。
そ
の
中
で
変
化
と
成
長
を
成
し

遂
げ
る
。
実
践
で
の
最
大
の
焦
点
化
は
、
き
つ
ね
の
死
の
場
面
「
き
つ
ね

は
は
ず
か
し
そ
う
に
わ
ら
っ
て
し
ん
だ
」
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
「
き
つ
ね
」

は
死
を
顧
み
ず
に
、
オ
オ
カ
ミ
と
対
峙
す
る
決
意
を
し
た
の
か
。
不
純
な

行
為
の
目
的
以
上
に
、
行
為
そ
の
も
の
が
成
し
た
「
結
果
」
が
い
か
に
重

視
さ
れ
、
人
間
関
係
の
「
実
相
」
を
如
実
に
憑
依
し
て
い
る
か
を
考
え
さ

せ
る
絶
好
の
「
教
材
」
で
あ
ろ
う
。
深
い
実
践
に
感
謝
し
た
い
。 

 

②
「
現
代
文
」
の
実
践
、
『
山
月
記
』
の
紙
芝
居
で
の
効
果
的
な
活
用 

 

「
現
代
文
」
の
文
学
作
品
で
は
、
北
海
道
紙
芝
居
研
究
会
の
伊
葉
冬
歩

先
生
の
「
紙
芝
居
の
媒
体
力
を
活
用
し
た
『
山
月
記
』
教
材
の
例
」
が
発

表
さ
れ
た
。
故
三
上
敏
夫
（
元
名
寄
女
子
短
期
大
教
授
）
氏
〈
註
１
〉
の

呼
び
か
け
で
発
足
し
た
同
研
究
会
。
大
衆
文
化
で
あ
る
「
紙
芝
居
」
の
文

化
を
活
用
し
て
、
教
材
と
し
て
読
み
取
っ
た
作
品
の
「
再
構
築
」
、
「
追
体

験
」
を
行
う
素
晴
ら
し
い
取
組
で
あ
る
と
考
え
る
。
小
学
校
で
は
、
作
品

理
解
の
深
ま
り
目
指
す
と
共
に
、
自
己
理
解
の
内
面
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
「
再
構
築
」
と
し
て
も
、
さ
ら
に
「
総
合
学
習
」
の
取
組
と
し
て
も
充

分
参
考
に
す
べ
き
実
践
で
あ
る
と
評
価
し
た
い
。 

そ
の
意
義
と
し
て
三
点
を
こ
こ
に
あ
げ
る
。 

① 

児
童
だ
け
で
な
く
、
大
人
も
対
象
と
な
る
公
演
活
動
の
無
限
な
る

拡
大
と
い
う
可
能
性 

② 

絵
本
読
み
聞
か
せ
は
「
絵
」
が
主
体
で
あ
り
「
語
り
」
は
従
で
あ

る
が
、
紙
芝
居
は
、
両
者
の
「
画
」
・
「
語
り
」
が
主
体
と
な
る
点 

③ 

メ
デ
ィ
ア
力
を
充
分
活
か
し
「
文
化
」
と
し
て
の
学
校
教
育
で
の

教
材
化
が
可
能
と
な
る
「
展
望
」
が
あ
る
点 

 

こ
れ
以
外
、
授
業
で
の
活
用
と
し
て
、
従
来
の
マ
イ
ナ
ス
面
（
四
点
）

の
克
服
が
で
き
る
。
そ
れ
は
①
『
山
月
記
』
指
導
が
漢
語
の
難
解
さ
や
発

問
の
難
し
さ
、
②
道
徳
的
偏
重
、
さ
ら
に
③
教
師
と
生
徒
と
の
理
解
度
の

乖
離
な
ど
を
指
摘
し
つ
つ
、
④
「
教
え
過
ぎ
」「
語
り
過
ぎ
」「
求
め
過
ぎ
」

な
ど
も
考
慮
し
て
教
材
化
す
べ
き
と
私
た
ち
に
問
題
解
決
策
と
助
言
を
す

る
。
ま
た
、
理
屈
抜
き
で
作
品
の
世
界
観
を
豊
か
に
提
示
し
、
将
来
再
読

す
る
機
会
を
作
る
効
果
的
な
要
因
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
も

耳
を
傾
け
た
い
。 

 

③
高
校
の
古
典
作
品
の
実
践
に
お
け
る
課
題
と
展
望 

 

古
典
の
文
学
作
品
、
読
み
取
り
で
は
本
多
由
紀
子
（
留
萌
高
校
）
先
生

の
「
古
典
を
学
ぶ
意
味
を
考
え
よ
う
」
と
私
の
〈
『
徒
然
草
』
「
丹
波
に
出

雲
と
い
ふ
所
あ
り
」
の
実
践
―
上
人
の
失
態
は
「
僧
に
法
あ
り
」
が
原
因

か
―
〉
で
あ
る
。
（
私
の
『
徒
然
草
』
の
実
践
は
割
愛
） 

本
多
氏
の
実
践
を
考
察
し
よ
う
。
本
多
氏
は
、「
な
ぜ
古
典
を
学
ぶ
の
か
」

と
問
題
意
識
を
た
て
、
東
ア
ジ
ア
の
漢
字
文
化
圏
の
共
同
体
的
存
在
の
必

要
性
と
文
化
的
遺
産
の
継
続
性
か
ら
も
「
古
典
学
習
」
の
価
値
を
唱
え
る
。

近
代
的
読
書
観
が
「
読
書
は
個
人
の
思
考
の
産
物
」
に
対
し
て
古
典
文
学
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は
「
共
同
的
音
読
重
視
の
手
書
き
文
化
」
に
よ
る
と
明
確
に
規
定
す
る
。

実
践
報
告
は
、「
古
典
講
読
」
で
行
っ
た
①
「
鴻
門
の
会
」
の
読
解
と
そ
の

「
劇
化
」
、
②
「
漢
詩
」
の
鑑
賞
と
現
代
語
訳
か
ら
意
訳
の
詩
創
作
と
い
う

授
業
。
授
業
例
の
提
示
だ
け
な
の
で
、
詳
細
な
授
業
内
容
は
把
握
で
き
な

い
。
し
か
し
、「
終
わ
り
に
」
で
、
授
業
実
践
の
成
果
で
は
、
古
典
を
立
体

的
に
学
ぶ
経
験
が
で
き
た
点
、
読
解
力
を
得
ら
れ
た
点
を
指
摘
し
、
評
価

し
た
い
。
そ
こ
で
「
す
な
わ
ち
」
の
「
乃
」「
則
」
の
差
異
に
つ
い
て
若
干

触
れ
、
問
題
提
起
し
て
い
る
の
で
、
参
考
ま
で
叙
述
す
る
。 

「
即
」
（
す
な
わ
ち
）
は
、
「
た
だ
ち
に
」
の
意
。
解
字
で
は
「
食
器
の
前

に
座
る
側
人
」
が
甲
骨
文
字
（
白
川
静
『
字
統
』
）
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら

「
す
ぐ
に
（
食
す
る
）
」
と
い
う
意
が
成
立
し
た
も
の
。 

・
「
則
」（
す
な
わ
ち
）
は
「
イ
コ
ー
ル
、
つ
ま
り
」
の
意
。『
字
統
』
の
解

字
で
は
「
貝
」
は
貨
幣
に
非
ず
、
鼎
（
三
本
足
の
器
）
に
刀
で
銘
文
を

刻
む
こ
と
。
貝
は
鼎
の
省
略
。
し
た
が
っ
て
「
接
続
詞
〈
す
な
わ
ち
〉
」

は
祖
霊
に
誓
う
意
味
で
「
鼎
」
に
明
確
（
忘
却
を
否
定
）
に
刻
み
、
典

型
と
す
る
意
で
あ
る
。
そ
の
後
「
レ
バ
則
」
が
多
用
さ
れ
、
市
民
権
を

得
て
、
列
挙
か
ら
区
別
こ
と
で
で
き
た
詞
。 

・
「
乃
」（
す
な
わ
ち
）
は
、『
字
統
』
で
は
弓
の
弦
を
は
ず
し
た
形
で
あ
る

が
、
説
文
解
字
で
は
「
詞
を
曳
く
」
と
い
う
こ
と
で
、「
そ
こ
で
は
じ
め

て
、
そ
こ
で
」
の
意
と
な
る
。 

・
「
輒
」
（
す
な
わ
ち
）
は
『
字
統
』
で
は
「
大
き
な
耳
た
ぶ
が
垂
れ
て
い

る
」
の
意
。
一
方
、
説
文
解
字
で
は
、「
車
輪
の
木
の
板
」
で
「
片
方
が

動
け
ば
も
う
片
方
も
動
く
」
と
い
う
こ
と
で
「
そ
の
度
ご
と
に
、
い
つ

も
」
と
い
う
意
と
な
っ
た
も
の
。
し
か
し
「
輒
」
は
希
少
な
り
。 

・「
便
」（
す
な
わ
ち
）
は
解
字
的
に
は
「
更
に
改
め
る
」
の
意
で
あ
り
「
と

り
も
な
お
さ
ず
、
つ
ま
り
」
の
意
と
な
る
。 

 

以
上
漢
文
の
授
業
で
は
、
漢
字
理
解
に
つ
い
て
「
解
字
」
を
含
め
て
丁

寧
に
、
形
象
豊
か
に
膨
ら
ま
せ
て
逐
語
訳
を
克
服
す
る
「
口
語
訳
（
意
訳
）
」

す
べ
き
だ
と
私
は
考
え
る
。 

 

（
２
）
作
文
・
綴
り
方
等
の
表
現
指
導
の
実
践
例
か
ら
学
ぶ
べ
き
も
の 

 

こ
の
「
表
現
指
導
」
の
実
践
記
録
は
五
本
あ
り
、
義
務
制
と
高
校
に
分
け
、

考
察
す
る
。 

① 

義
務
制
の
「
作
文
指
導
」 

一
本
目
は
斎
藤
鉄
也
（
釧
路
教
祖
）
先
生
の
「
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
喜

び
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
」
。
二
本
目
は
大
原
雅
樹
（
東
園
小
学
校
）
先
生 

「
自
分
っ
て
な
か
な
か
い
い
奴
だ
な
あ
」
で
あ
る
。 

斎
藤
氏
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
小
学
二
年
生
「
情
緒
学
級
」
男
子
一
名
の
「
言

葉
で
伝
え
る
こ
と
の
喜
び
」
を
獲
得
す
る
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
一
年

生
の
時
、
国
語
を
校
長
、
算
数
を
教
頭
が
個
別
指
導
し
た
が
、（
Ａ
君
の
大

き
な
成
長
は
な
く
、
）
二
年
生
に
な
っ
て
も
、
「
席
に
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ

な
い
」「
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
気
に
な
る
」「
『
め
い
ろ
』
を
書
き
（
一
人
遊

び
だ
け
）
」
「
気
が
向
い
た
時
し
か
勉
強
せ
ず
」
と
い
う
状
態
。 

斎
藤
氏
は
、
Ａ
君
の
世
界
に
入
れ
て
も
ら
う
た
め
に
、
ま
ず
「
め
い
ろ
」

に
付
き
合
い
、
そ
こ
か
ら
「
学
習
へ
の
入
り
口
」
を
模
索
す
る
。
ま
た
、

昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
「
絵
日
記
」
が
あ
る
。
先
に
絵
を
描
き
、
そ

こ
に
文
で
表
現
す
る
「
作
文
」
を
書
か
せ
る
や
り
方
だ
。
四
月
当
初
の
絵

日
記
で
は
、
三
パ
タ
ー
ン
に
集
約
さ
れ
る
。「
き
ょ
う
は
『
こ
く
ご
』
を
が

ん
ば
っ
た
」
が
基
本
型
で
『
』
に
『
さ
ん
す
う
』『
げ
え
む
』
が
入
る
も
の
。
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そ
こ
で
、
斎
藤
氏
は
「
な
ぜ
か
と
い
う
と
（
理
由
）
」
を
入
れ
る
こ
と
を
提

案
す
る
が
、
そ
の
反
応
は
「
き
ょ
う
は
こ
く
ご
が
ん
ば
っ
た
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
こ
く
ご
す
き
だ
か
ら
」
と
い
う
、
こ
れ
も
パ
タ
ー
ン
化
の
オ
ウ
ム

返
し
状
態
。
Ａ
君
の
世
界
と
乖
離
す
る
斎
藤
氏
の
も
ど
か
し
さ
が
伝
わ
る
。

「
Ａ
君
の
世
界
に
私
が
い
な
い
間
、
指
導
が
全
く
は
い
ら
な
い
」
現
実
を

付
き
付
け
ら
れ
る
。
そ
の
象
徴
性
が
、
休
み
時
間
、
み
ん
な
が
楽
し
く
「
鬼

ご
っ
こ
」
な
ど
し
て
遊
ぶ
中
、
真
ん
中
で
、
コ
ー
ン
や
ボ
ー
ル
を
並
べ
て

（
ひ
と
り
）
遊
ん
で
い
る
姿
に
顕
著
で
あ
ろ
う
。
人
と
の
関
わ
り
を
拒
否

は
し
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
「
（
体
育
館
の
）
真
ん
中
で
ひ
と
り
遊
び
」
を

し
て
い
る
の
だ
か
ら
。
関
わ
る
こ
と
を
望
み
な
が
ら
も
そ
の
「
方
法
」
、「
位

置
関
係
」
を
構
築
で
き
な
い
も
ど
か
し
さ
は
、
教
師
同
様
に
Ａ
君
も
同
じ

だ
と
心
寄
せ
る
斎
藤
氏
。
こ
の
「
も
ど
か
し
さ
」
の
改
善
を
欲
す
る
Ａ
君

は
、
「
個
別
学
習
」
で
は
、
普
通
に
学
習
で
き
る
と
い
う
状
態
で
、
「
関
係

修
復
」
が
進
む
。
こ
こ
で
、
一
つ
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
迎
え
る
。 

そ
れ
は
、「
絵
日
記
」
で
求
め
た
、
従
来
の
単
純
な
「
理
由
」
説
明
で
は

な
く
、「
先
生
の
知
ら
な
い
こ
と
教
え
て
」
と
い
う
強
力
な
愛
情
溢
れ
る
要

求
（
接
近
）
で
あ
る
。
表
現
活
動
で
は
、
教
師
が
何
気
な
く
「
具
体
的
に
」

「
そ
の
理
由
を
」
を
い
く
ら
適
切
な
指
導
を
行
っ
て
も
、
消
化
で
き
な
い

児
童
た
ち
。
「
な
ぜ
詳
し
く
書
く
の
か
」
「
な
ぜ
そ
の
理
由
や
根
拠
を
書
く

の
か
」
と
、
理
解
し
な
い
児
童
。
な
ぜ
な
ら
、「
理
由
な
ど
『
好
き
』
だ
か

ら
国
語
を
頑
張
る
の
に
、
さ
ら
に
何
を
も
と
め
る
の
か
、
教
師
は
」
と
関

係
を
拒
否
す
る
。
指
導
す
る
教
師
が
、
上
下
関
係
の
上
に
君
臨
し
、
下
に

下
し
た
指
示
（
指
導
）
は
、
相
手
（
教
師
）
が
い
て
も
そ
の
相
手
は
、
透

明
的
な
存
在
で
し
か
な
い
。
そ
こ
で
明
確
な
「
他
者
」
、
つ
ま
り
、
「
あ
な

た
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
」
と
い
う
強
烈
な
「
ラ
ブ
コ
ー
ル
」（
接
近
）

こ
そ
、
書
く
こ
と
の
衝
動
と
い
う
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
、
こ
れ
は
語
っ
て
い
る
。 

 

「
先
生
は
も
う
し
っ
て
い
る
で
し
ょ
」
と
い
う
羞
恥
心
を
僅
か
に
暗
示

さ
せ
る
言
葉
を
挿
入
さ
せ
な
が
ら
も
、
書
く
「
喜
び
」
に
目
覚
め
た
Ａ
君
。

そ
の
成
果
が
「
学
芸
会
」
の
作
文
に
象
徴
的
に
現
わ
れ
て
い
る
。 

 

ぼ
く
は
、
学
げ
い
か
い
で
く
ま
ら
し
く
上
手
に
声
を
出
す
の
を
が
ん
ば

り
ま
し
た
。
体
い
く
か
ん
へ
行
く
と
、
い
す
が
も
の
す
ご
く
あ
り
ま
し
た
。

数
は
、
８
０
こ
く
ら
い
で
す
。
び
っ
く
り
し
て
は
ず
か
し
く
て
し
ん
じ
ゃ

う
と
お
も
い
ま
し
た
。 

で
も
は
ず
か
し
く
な
ら
な
い
お
ま
じ
な
い
を
言
っ
た
か
ら
、
大
じ
ょ
う

ぶ
し
た
。
お
ま
じ
な
い
は
お
母
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

げ
き
は
、
く
ら
く
て
お
ば
け
や
し
き
み
た
い
で
し
た
。
こ
わ
く
て
、
は

す
か
し
く
て
、
た
お
れ
ち
ゃ
い
そ
う
で
し
た
。
で
も
お
ま
じ
な
い
の
お
か

げ
で
た
お
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

「
お
れ
は
森
い
ち
ば
ん
の
力
も
ち
」 

と
く
ま
ら
し
く
大
き
く
言
い
ま
し
た
。
く
ま
み
た
い
な
声
で
お
き
ゃ
く
さ

ん
を
び
っ
く
り
さ
せ
ま
し
た
。 

「
す
ご
く
こ
わ
そ
う
で
び
っ
く
り
し
た
。
」 

と
お
母
さ
ん
も
言
い
ま
し
た
。
（
後
は
省
略
） 

  
こ
の
よ
う
な
表
現
指
導
は
、
全
道
各
地
で
実
践
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で

は
、
次
に
大
原
氏
の
実
践
を
見
て
い
こ
う
。 

 

大
原
氏
の
実
践
は
、
学
級
通
信
『
ま
ず
は
や
っ
て
み
な
は
れ
』
を
活
用
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し
、
作
文
指
導
す
る
優
れ
た
内
容
報
告
で
あ
る
。「
札
幌
作
文
の
会
」
で
培

っ
た
大
き
な
財
産
（
作
文
表
現
技
術
）
を
如
何
な
く
溢
れ
、
私
た
ち
に
「
作

文
指
導
の
神
髄
」
を
伝
授
し
て
く
れ
る
。
優
伍
君
の
作
文
例
か
ら
見
て
こ

う
。 「

信
用
」
（
大
原
氏
が
つ
け
る
） 

今
日
、
歌
の
テ
ス
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
優
伍 

僕
は
歌
っ
た
時
に
笑
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
で
、
一
年
生
か
ら
小

さ
い
声
で
し
か
歌
え
な
く
な
っ
た
。
け
ど
！
み
ん
な
し
ん
け
ん
に
聞
い
て

く
れ
て
、
初
め
て
人
を
信
用
で
き
た
感
じ
が
し
た
。
う
れ
し
か
っ
た
。 

 
 

指
導
は
、
四
点
（
①
～
④
）
で
、
こ
の
作
文
の
横
に
囲
み
記
事
で
的
確

に
分
か
り
や
す
く
指
摘
す
る
。
①
題
が
な
い
の
で
「
信
用
」
と
入
れ
る
こ

と
を
助
言
す
る
。
今
回
は
、
大
原
氏
が
「
信
用
」
と
挿
入
。
こ
れ
で
、
優

伍
君
が
頭
を
捻
っ
て
考
え
抜
い
た
末
に
綴
っ
た
作
文
の
中
で
、
何
を
最
も

主
張
し
た
い
の
か
、
と
い
う
「
主
題
」
が
抽
象
概
念
語
で
一
般
化
さ
れ
る

大
切
な
指
導
項
目
が
浮
か
が
る
。
②
作
文
へ
の
「
共
感
」
で
寄
り
添
う
。

「
う
れ
し
い
」
の
は
優
伍
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
読
む
他
者
の
教
師
も
ま

た
「
う
れ
し
い
」
と
強
調
し
つ
つ
、「
歌
い
出
す
緊
張
感
」
が
伝
わ
る
と
補

足
説
明
す
る
。
こ
れ
は
、
③
作
文
で
書
か
れ
な
い
部
分
を
的
確
に
表
現
す

る
重
要
性
で
あ
る
。
豊
か
な
表
現
と
は
、
主
題
に
直
結
す
る
「
書
か
れ
て

い
な
い
部
分
（
省
略
）
を
想
像
さ
せ
る
こ
と
」
で
よ
り
「
広
く
」
「
深
く
」

「
普
遍
」
的
に
な
る
こ
と
の
重
要
性
を
鋭
く
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。 

ま
た
、
歌
う
直
前
の
「
個
別
指
導
」
の
助
言
も
適
切
だ
。
優
伍
の
「
緊

張
感
」
は
「
息
を
す
っ
て
い
な
い
」
行
動
を
見
逃
さ
な
い
。
大
原
氏
は
「
優

伍
、
息
す
い
な
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
。
最
後
は
④
「
信
用
」
と
い
う
作
文
の

教
訓
を
的
確
に
ク
ラ
ス
全
体
で
共
有
す
る
こ
と
で
学
習
意
欲
が
増
す
こ
と

を
示
唆
す
る
。
そ
れ
が
「
優
伍
君
に
『
笑
わ
れ
る
』
と
思
わ
せ
な
か
っ
た

一
組
の
み
ん
な
も
と
っ
て
も
え
ら
い
」
と
書
き
添
え
る
配
慮
。 

 

最
後
の
ま
と
め
と
し
て
、「
効
果
的
な
表
現
指
導
を
行
う
上
で
の
留
意
点
」

の
三
点
を
あ
げ
、
こ
の
作
文
指
導
を
終
え
た
い
。
①
効
果
的
な
音
読
効
果

で
あ
る
。
書
き
上
げ
た
作
文
を
「
学
級
通
信
」
で
活
字
に
す
る
と
同
時
に
、

そ
れ
を
み
ん
な
で
読
む
と
い
う
効
果
は
絶
大
で
あ
る
。
学
級
の
一
人
ひ
と

り
の
「
作
文
」
と
い
う
作
品
に
焦
点
化
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
皆
で
共
有

し
「
励
ま
し
合
う
」
指
導
は
、
ま
た
、「
書
く
」
意
欲
の
ス
イ
ッ
チ
が
は
い

る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
ク
ラ
ス
の
マ
イ
ナ
ス
面
や
問
題
さ
え
、
こ
の

通
信
で
取
り
上
げ
、
②
作
品
の
公
開
性
と
共
に
「
学
級
の
事
件
」
さ
え
公

開
し
つ
つ
、
「
対
策
」
を
図
る
共
同
性
と
い
う
点
だ
。
そ
れ
が
、
「
も
っ
と

楽
し
い
こ
と
は
な
い
の
か
ね
～
」
の
通
信
で
の
問
題
提
起
。「
秘
密
の
ノ
ー

ト
」
が
回
覧
さ
れ
、
そ
こ
に
「
う
ざ
く
な
い
？
」「
死
ね
っ
て
」
と
イ
ジ
メ

に
直
結
す
る
大
事
件
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ど
ん
な
ク
ラ
ス
で
も
起

こ
り
得
る
問
題
点
。
そ
れ
さ
え
、
「
作
文
の
教
材
化
」
と
し
て
取
り
扱
い
、

解
決
を
図
る
こ
と
こ
そ
、
大
事
な
こ
と
だ
と
「
こ
の
実
践
」
は
教
え
て
く

れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
多
く
の
教
訓
を
学
べ
る
「
作
文
指
導
の
神
髄
」
が
あ

る
。 最

後
に
教
師
の
マ
イ
ナ
ス
点
を
補
い
、
み
ん
な
を
元
気
つ
け
る
こ
と
、

「
笑
顔
を
呼
び
戻
す
」
汰
暖
君
の
作
文
は
痛
快
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
教

師
の
指
導
に
、
た
だ
従
う
だ
け
で
な
く
、
教
師
の
指
導
、
そ
れ
を
乗
り
越

え
る
ほ
ど
の
③
「
自
主
性
」「
主
体
性
」
の
存
在
は
、
今
最
も
求
め
ら
れ
て

い
る
力
で
あ
る
。
人
間
で
あ
る
教
師
の
弱
点
や
多
様
性
の
欠
如
を
主
体
的

に
批
判
し
、
そ
の
観
点
で
書
か
れ
た
児
童
詩
集
の
実
践
記
録
が
あ
る
。
そ
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れ
は
、
『
先
生
い
か
ん
よ
』
（
岡
本
博
文
編
著 

百
合
出
版

1
9
9
1

年
）
〈
註

２
〉
と
灰
谷
健
次
郎
の
『
せ
ん
せ
い
け
ら
い
に
な
れ
』（
角
川
文
庫
）
な
ど

で
あ
る
。
こ
の
教
師
を
批
判
し
な
が
ら
、
自
由
に
ノ
ビ
ノ
ビ
に
表
現
す
る

豊
か
な
想
像
力
は
、
子
ど
も
の
可
能
性
を
大
き
く
深
く
広
げ
、
魅
力
的
で

あ
る
と
私
は
考
え
る
。 

 

② 

「
高
校
教
育
」
で
の
表
現
指
導
の
在
り
方 

高
校
か
ら
は
、
三
本
の
実
践
報
告
が
な
さ
れ
た
。
一
本
目
は
、
高
野
経

子
（
帯
広
工
業
高
校
）
先
生
「
国
語
総
合
『
調
査
を
も
と
に
報
告
す
る
』

の
授
業
か
ら
」
。
二
本
目
は
館
陽
一
郎
（
森
高
校
）
先
生
の
「
森
高
生
に
合

っ
た
国
語
表
現
の
実
践
」
、
三
本
目
は
、
鈴
木
圭
子
（
苫
小
牧
東
高
校
）
先

生
の
「
論
理
的
思
考
力
の
向
上
を
目
指
し
た
『
書
く
こ
と
』
の
指
導
実
践

―
日
常
の
取
り
組
み
と
小
論
指
導
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。 

 

早
速
一
本
目
の
高
野
氏
の
実
践
か
ら
考
察
す
る
。
昨
年
は
。「
子
ど
も
権

利
条
約
を
教
材
に
高
校
生
と
小
学
生
の
連
携
授
業
」
を
発
表
、
そ
れ
に
引

き
続
き
、「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
講
話
を
聞
き
ま
と
め
る
力
」
を
養
う
授
業
実

践
で
あ
る
。「
聴
く
力
」
の
欠
如
し
た
高
校
生
、
そ
こ
で
、
電
子
機
械
科
で

は
「
出
前
講
座
」
を
活
用
し
、
そ
の
内
容
を
レ
ポ
ー
ト
に
し
て
報
告
す
る

内
容
で
あ
る
。
ま
た
、
電
気
科
の
生
徒
に
は
、
「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
講
座
」

を
受
講
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
充
分
活
用
し
な
が
ら
「
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
注
意
点
、
使
い
方
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
」
を
自
主
的
に
調
べ

て
報
告
す
る
内
容
。
一
方
、
建
築
科
で
は
、
昨
年
同
様
の
「
権
利
条
約
」

の
近
隣
小
学
児
童
へ
の
報
告
を
メ
イ
ン
に
し
、
そ
こ
に
「
ア
ン
ケ
ー
ト
」

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
を
実
施
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
「
小
学
三
年
の
『
自
分

と
社
会
を
つ
な
ぐ
』
の
授
業
」
に
生
か
し
て
も
ら
う
も
と
も
含
め
て
実
践

し
て
い
る
、
内
容
の
充
実
し
た
「
総
合
学
習
」
と
い
う
意
味
付
け
も
待
つ
。

様
々
な
問
題
を
す
ぐ
安
易
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
答
え
を
出
す
の
で
は
な

く
、「
大
人
の
読
み
」
と
「
子
ど
も
（
児
童
）
の
読
み
」
の
ズ
レ
を
考
慮
し
、

そ
の
中
で
よ
り
深
く
精
査
し
て
、
接
点
と
差
異
を
分
析
さ
せ
る
こ
と
も
併

せ
持
つ
実
践
で
あ
る
。
そ
の
他
、
環
境
土
木
科
の
新
聞
記
事
を
朗
読
さ
せ
、

「
聴
写
」
を
行
う
授
業
、『
こ
こ
ろ
』
の
模
擬
授
業
の
試
み
な
ど
、
そ
の
「
読

解
」「
表
現
指
導
」
の
観
点
は
広
く
、
内
容
豊
か
で
さ
ら
な
る
実
践
報
告
を

期
待
し
た
い
。 

 館
氏
の
実
践
は
、
「
漢
字
が
書
け
な
い
」
「
漢
字
を
文
字
と
認
識
せ
ず
、

『
絵
』
と
認
識
す
る
」
な
ど
の
森
高
校
の
生
徒
に
、
ど
ん
な
国
語
の
授
業

を
行
う
か
、
悪
戦
苦
闘
し
た
授
業
報
告
で
あ
る
。
今
回
は
「
国
語
表
現
」

で
行
っ
た
「
面
接
の
準
備
」「
面
接
の
要
領
」「
面
接
の
評
価
」
そ
し
て
「
面

接
後
の
感
想
」
と
い
う
中
で
、
考
え
さ
せ
、
書
か
せ
る
実
践
。
身
近
な
「
就

職
試
験
」「
進
学
推
薦
試
験
」
で
の
「
面
接
」
を
取
扱
い
「
面
接
の
答
え
方

の
コ
ツ
」
を
捻
り
出
す
。
こ
の
結
論
は
「
目
力
」「
伝
え
た
い
こ
と
を
堂
々

（
落
ち
着
い
て
、
熱
意
、
臨
機
応
変
）
と
言
う
こ
と
」
と
結
論
付
け
る
。

「
堂
々
」
で
は
、「
落
ち
着
く
」「
元
気
と
明
る
さ
」「
熱
意
」
で
実
現
で
き

る
と
、
違
う
言
葉
で
置
き
換
え
答
え
る
生
徒
た
ち
。
さ
ら
に
「
臨
機
応
変
」

で
は
、「
自
分
の
伝
え
た
い
こ
と
」
の
焦
点
化
や
要
約
の
重
要
性
を
主
張
し

つ
つ
、「
練
習
」
し
か
な
い
と
結
論
づ
け
る
。
こ
れ
は
「
丸
暗
記
は
し
な
い
」

と
い
う
こ
と
の
裏
返
し
で
あ
り
、
自
分
の
言
葉
で
柔
軟
に
答
え
る
こ
と
を

適
切
に
理
解
す
る
。「
練
習
あ
る
の
み
、
か
つ
暗
記
し
な
い
答
え
方
」
と
い

う
深
い
洞
察
は
驚
嘆
す
べ
き
こ
と
だ
。
こ
の
「
面
接
」
関
連
付
け
て
臨
機

応
変
の
対
処
と
し
て
、
ま
た
頭
の
「
柔
ら
か
さ
」
も
培
う
実
践
を
行
っ
て
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い
る
。
そ
れ
が
、
「
言
葉
で
図
形
を
つ
た
え
る
こ
と
」
「
言
葉
の
ス
ト
レ
ッ

チ
」「
北
海
道
学
び
推
進
月
間
標
語
を
作
る
」
な
ど
、
で
あ
る
。
こ
ん
な
様
々

な
実
践
を
総
合
的
に
系
統
立
て
て
行
う
「
国
語
表
現
」
は
、
授
業
困
難
で

は
、
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
だ
ま
だ
取
り
上
げ
た
い
実
践
が
あ
る

が
、
次
回
の
機
会
に
し
た
い
。 

 

③ 

鈴
木
氏
提
起
の
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
学
習
」
の
位
置
づ
け
と
「
表
現
」 

鈴
木
氏
の
実
践
は
、
今
ま
で
積
み
上
げ
た
国
語
教
育
の
蓄
積
を
披
露
し

な
が
ら
、
「
書
く
こ
と
」
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
れ
を
綴
っ
た
実
践
で
あ
る
。

実
践
報
告
の
前
に
、
鈴
木
氏
が
取
り
上
げ
た
、
今
流
行
す
る
「
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
学
習
）
」
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。 

苫
小
牧
東
高
を
訪
問
し
た
指
導
主
事
は
、「
授
業
で
は
、
生
徒
の
主
体
性

を
発
揮
せ
る
た
め
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
を
。
黒
板
と
チ
ョ
ー
ク
の
授
業
は
古
い

（
化
石
の
）
授
業
だ
」
と
主
張
す
る
。「
活
動
」
を
主
体
的
に
求
め
る
あ
ま

り
に
、
「
活
動
中
心
主
義
」
「
活
動
が
目
的
」
と
な
っ
て
は
、
本
末
転
倒
で

あ
ろ
う
。
ど
ん
な
授
業
で
も
「
主
体
性
」「
自
主
性
」
を
最
も
重
要
視
し
な

が
ら
実
践
す
る
が
、
そ
の
「
主
体
性
」
の
導
き
方
が
授
業
の
「
質
」
を
左

右
す
る
。「
主
体
性
」
を
発
揮
さ
せ
る
方
法
は
、
様
々
あ
る
が
、
教
師
の
教

材
観
の
も
と
、
生
徒
を
教
師
と
同
じ
「
学
習
の
場
」
ま
で
導
く
の
が
困
難

だ
。
生
徒
は
、
先
生
「
勝
手
に
授
業
し
て
、
喋
っ
て
」
と
思
っ
て
、「
僕
は

寝
る
ヒ
ト
」
と
な
る
実
態
が
現
場
で
は
多
い
。 

そ
こ
で
重
要
視
さ
れ
る
の
が
、
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
」
（
行
動
）
で
あ
る
。
そ

の
根
拠
は
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
・
ハ
バ
ー
ド
大
学
の
指
摘
す
る
事
例
で

も
有
名
な
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
（
平
均
学
習
定
着
率
）
」
〈
註
３
〉
。

講
義
は
五
％
の
定
着
、
読
書
十
％
、
視
聴
覚
二
十
％
、「
模
擬
授
業
」
が
三

十
％
、
グ
ル
ー
プ
学
習
五
十
％
、
実
体
験
七
五
％
、「
他
に
教
え
る
」
が
九

十
％
と
い
う
実
験
結
果
が
そ
れ
を
裏
付
け
る
。 

従
来
の
国
語
の
授
業
実
践
が
化
石
だ
と
い
う
主
張
は
、
「
定
着
率
が
五

パ
％
の
講
義
型
」
だ
け
を
行
う
教
師
の
授
業
を
指
す
。
そ
こ
で
、「
視
聴
覚
」

た
「
図
」「
表
」
な
ど
視
・
聴
覚
を
最
大
限
効
果
的
に
活
用
し
て
実
践
し
て

き
た
現
場
教
師
の
努
力
。
さ
ら
に
「
実
験
」「
グ
ル
ー
プ
学
習
」
な
ど
多
様

な
実
践
を
融
合
し
て
行
う
こ
と
が
、
実
際
一
般
的
だ
か
ら
、
ど
ん
な
批
判

も
当
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
は
確
か
だ
。 

こ
こ
で
、
全
員
が
教
師
側
に
な
れ
な
い
が
、
少
人
数
で
「
学
び
合
う
」

「
教
え
合
う
」
授
業
は
効
果
的
で
あ
り
注
目
す
べ
き
だ
。 

し
か
し
、
こ
こ
で
見
落
と
し
て
は
い
け
な
い
の
は
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
」
だ
け
に
着
目
し
そ
れ
を
玉
石
混
交
と
し
て
捉
え
る
「
官
製
研
修
」

で
は
、
陥
穽
に
嵌
る
と
い
う
点
だ
。
な
ぜ
な
ら
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
学
習
」
は
、

そ
れ
が
「
目
的
」
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
学
習
の
《
形
態
》
」
と
い
う
手

段
で
あ
る
か
ら
だ
。
導
入
部
で
は
効
果
的
に
作
用
し
て
も
、
目
的
は
、「
ア

ク
テ
ィ
ブ
」
を
活
用
（
導
入
部
）
と
し
な
が
ら
、「
一
生
忘
れ
ず
に
活
用
で

き
る
知
識
（
智
慧
）
」
と
い
う
「
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
学
習
）
」
の
達

成
で
あ
る
。
そ
れ
を
か
つ
て
は
、
「
生
き
る
力
」
と
言
っ
た
。
私
た
ち
は
、

こ
の
一
連
の
「
学
習
」
と
い
う
認
識
過
程
を
「
分
か
る
（
理
解
）
」
「
で
き

る
（
習
熟
）
」「
つ
か
え
る
（
活
用
）
」
と
区
分
し
、
そ
の
効
果
的
な
学
習
方

法
を
模
索
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
次
回
の
「
改
訂
学
習
要
領
」
で
も

過
大
宣
伝
さ
れ
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
」
に
踊
ら
さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
た

い
〈
註
４
〉
。 

長
々
と
論
じ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
こ
で
、
実
践
の
話
に
戻
ろ
う
。 

鈴
木
氏
の
実
践
は
、「
小
論
文
」
と
い
う
論
理
的
な
意
見
文
（
こ
れ
を
私
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は
「
論
理
的
叙
述
文
」
と
規
定
す
る
が
、
字
数
の
問
題
で
広
が
ら
な
い
）

を
目
指
し
、
そ
の
土
台
と
な
る
べ
き
「
思
考
力
」
を
養
成
す
る
方
法
（
過

程
）
を
考
察
し
た
実
践
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
用
い
た
方
法
は
五
点
で
あ

る
。
①
「
発
問
」
の
創
意
工
夫
。「
Ｊ
Ｋ
法
・
ホ
ワ
イ
ト
カ
ー
ド
」
の
導
入
。

文
章
の
図
案
化
（
視
聴
覚
化
）
。
④
要
約
で
深
い
「
考
力
の
養
成
」
⑤
の
「
グ

ル
ー
プ
学
習
」
と
な
っ
て
い
る
。 

し
た
が
っ
て
鈴
木
氏
の
実
践
は
、「
デ
ィ
ー
プ
学
習
」
を
達
成
す
る
た
め

に
必
要
な
要
素
が
満
載
、
さ
ら
に
必
要
な
も
の
は
、
九
〇
％
定
着
率
の
「
教

え
合
い
・
学
び
合
い
」
を
ど
う
取
り
入
れ
る
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
観
点
を

授
業
実
践
に
是
非
生
か
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
私
の
授
業
も
、
指
導
主
事

に
「
古
い
授
業
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
酷
評
さ
れ
た
。
あ
く
ま
で
手
段
、
一

形
態
で
あ
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
学
習
」
に
捉
わ
れ
ず
、「
デ
ィ
ー
プ
学
習
」
で

一
生
使
え
る
「
生
き
る
力
」
を
培
う
方
法
を
共
に
模
索
し
て
い
き
た
い
。 

 

４
大
切
な
「
読
書
指
導
」
、
ど
ん
な
「
仕
掛
け
」
を
用
意
す
る
の
か
？ 

 
 

こ
の
「
読
書
指
導
」
で
は
、
大
原
雅
樹
先
生
の
「
読
書
指
導
―
ど
こ
か

ら
時
間
を 

ど
ん
な
本
を 

ど
う
関
心
を
向
け
る
？ 

ど
う
本
の
範
囲
を

広
げ
る
？ 

ど
う
続
け
る
？
」
で
あ
る
。 

ど
の
学
校
で
も
「
朝
読
書
」
を
積
極
的
に
取
り
組
む
。「
詳
細
な
指
導
計

画
」
も
不
要
と
い
う
「
教
科
」
に
せ
ず
、「
評
価
」
不
要
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
が
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。「
本
を
読
ん
で
い
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
消
極

性
や
「
生
活
指
導
の
手
段
化
」
「
時
間
の
設
定
」
な
ど
だ
。 

そ
こ
で
、
大
原
氏
は
提
案
す
る
。「
時
間
の
創
設
」
で
は
、
最
初
に
「
始

め
る
読
書
」
を
進
め
る
。
一
度
し
か
な
い
子
ど
も
の
「
一
年
間
」
、
強
制
の

「
学
習
」
で
は
な
く
、
「
や
り
た
い
こ
と
か
ら
始
め
る
（
読
書
）
の
奨
励
」

を
提
唱
。
次
に
「
ど
ん
な
本
を
」
と
い
う
「
関
心
」
の
掘
り
起
し
で
あ
る
。

そ
の
時
、
「
こ
の
本
、
お
す
す
め
！
」
と
い
う
掲
示
物
で
喚
起
す
る
方
法
、

「
読
書
」
と
「
作
文
」
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
な
ど
創
意
工
夫
が
満
載
だ
。

高
校
な
ど
で
は
「
読
書
感
想
文
」
の
弊
害
だ
と
、
さ
か
ん
に
批
判
さ
れ
る

が
、
ど
う
関
連
付
け
て
、
「
書
き
た
い
」
と
衝
動
を
起
こ
さ
せ
、
「
作
文
」

に
繋
げ
る
か
と
い
う
課
題
は
あ
る
。
そ
こ
で
示
唆
を
与
え
る
の
が
、
次
の

「
作
文
」
で
あ
る
。 

作
文
「
勇
気
を
持
っ
て
ふ
り
し
ぼ
る
！
そ
の
き
っ
か
け
～
『
初
雪
に
ふ

る
日
』
を
読
ん
で
」（
谷
圭
野
君
）
の
作
品
は
素
晴
ら
し
い
。
読
書
の
感
動

を
自
分
の
具
体
的
な
「
体
験
記
」
ま
で
昇
華
さ
せ
た
、
追
体
験
の
「
好
例
」

で
あ
ろ
う
。
強
制
で
は
な
く
、
「
自
主
性
」
「
主
体
性
」
に
重
き
を
置
く
作

文
を
取
り
組
む
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。 

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
タ
ワ
ー
の
高
さ
に
重
ね
て
読
書
量
を
記
入
さ
せ
る
こ
と
も
、

実
に
効
果
的
だ
。
読
書
だ
け
で
な
く
、「
教
科
書
」
な
ど
あ
ら
ゆ
る
読
み
も

の
の
会
話
文
に
続
く
「
言
い
方
」
に
注
目
さ
せ
る
指
導
も
興
味
深
い
。
こ

ん
な
指
導
も
「
読
書
」
を
誘
発
す
る
効
果
的
な
方
法
で
あ
ろ
う
。 

 

〈
註
１
〉
名
寄
女
子
短
期
大
学
教
授
、
北
海
道
作
文
教
育
協
議
会
副
委
員 

長
。
主
な
著
書
に
『
子
ど
も
と
詩
』
（
国
民
文
庫
、
大
月
書
店

1
9
8
7

年
）
。
児
童
詩
の
創
作
と
、
そ
の
解
析
で
は
過
大
な
実
績

を
残
し
た
研
究
が
あ
る
。 

〈
註
２
〉『
先
生
は
い
か
ん
よ
』
は
児
童
詩
集
と
し
て
、
児
童
詩
の
書
か
せ

方
お
よ
び
児
童
の
作
品
の
解
説
書
で
、『
北
原
白
秋
賞
』
に
輝
く

金
字
塔
で
あ
る
。
題
に
も
な
っ
た
詩
を
記
載
す
る
。「
末
広
君
／
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先
生
い
か
ん
よ
／
先
生
は
末
広
君
に
／
体
育
「
２
」
に 

つ
け

た
や
ろ
／
末
広
君
は 

ぼ
く
よ
り
体
育
う
ま
い
ん
や
／
略
」 

〈
註
３
〉
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
（
平
均
学
習
定
着
率
）
」
は
、

「N
a
t
i
o
n
a
l
 
T
r
a
i
n
i
n
g
 
L
a
b
o
r
a
t
o
r
i
e
s

」
の
資
料
に
よ
る
。 

〈
註
４
〉『
キ
ャ
リ
ア 

ガ
イ
ダ
ン
ス
』N

O
4
5

別
冊
に
て
、「
デ
ィ
ー
プ
ラ

ー
ニ
ン
グ
」
の
具
体
例
を
挙
げ
て
い
る
。
理
科
、「
一
気
圧

1
0
0

度
が
水
の
沸
点
」
を
丸
暗
記
し
て
も
活
用
で
き
ず
。「
富
士
山
の

山
頂
で
米
を
炊
く
方
法
は
？
」
と
い
う
発
問
が
、
齊
藤
喜
博
の

提
唱
す
る
「
発
問
」
重
視
授
業
と
重
な
る
。
そ
こ
で
「
山
頂
で

は
、
気
圧
が
低
い
の
で
鍋
の
上
に
石
を
置
き
（
圧
力
釜
）
の
応

用
で
炊
く
」
こ
と
が
「
生
き
る
力
」
と
な
る
。
明
快
で
あ
ろ
う
。

こ
の
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
学
習
」
は
文
部
科
学
省
が

2
0
1
2

年
に
説
明

し
た
文
書
が
発
端
だ
。
大
学
の
「
講
義
主
体
の
授
業
」
を
批
判

す
る
目
的
で
、
高
中
小
ま
で
影
響
を
受
け
、
次
節
の
『
改
訂
指

導
要
領
』
に
大
き
く
反
映
さ
れ
る
の
は
必
須
。
従
来
、
文
科
省

が
提
唱
す
る
「
言
語
操
作
主
義
」
を
補
完
し
つ
つ
、
理
論
武
装

し
て
強
制
さ
れ
る
の
は
、
明
ら
か
だ
。
こ
の
問
題
の
本
質
は
「
デ

ー
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ン
ニ
ン
グ
」
と
い
う
名

称
が
解
き
明
か
す
。
あ
く
ま
で
目
的
は
、「
デ
ィ
ー
プ
学
習
」
で

あ
る
。「
ア
ク
テ
ィ
ブ
学
習
」
で
は
京
都
大
学
の
溝
上
慎
一
氏
が

有
名
だ
が
、
私
が
敬
意
を
は
ら
う
学
者
、
松
下
佳
代
氏
（
同
大

学
教
授
）
の
『
デ
ー
プ
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
』（
勁
草
書

房
）
を
参
考
に
す
べ
き
著
書
だ
と
私
は
考
え
る
。 （

長
沼
高
校
） 

 

 


